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１．概要（Summary） 

熱水性鉱石表面の金属元素は主に硫化鉱物として存

在すると考えられるが，一部硫酸塩や塩化物，炭酸塩とし

て存在しているものが存在する可能性がある。熱水性鉱

石が水(海水)と反応する際に,これら金属塩の溶出挙動と

二次鉱物生成反応について観察するためにエックス線光

電子分光分析装置(XPS)を利用した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エックス線光電子分光分析(XPS, AXIS Nova) 

【実験方法】 

沖縄トラフ熱水域から採取した以下の 2 種類の硫化物

コアを粉砕した後，海水と 10日間反応させ，XPS装置で

Znおよび Pbの化学形態を測定した。 

試料 1: 909-C9026A 7X-CC (30 % Zn, 20 % Pb) 

試料 2: 909-C9028A 7S-CC (5 % Zn, 1 % Pb) 

測定サンプルは、カーボンテープにほぼ隙間がないく

らいの密度で押し付けて固定した。C 1sの成分は十分小

さいため，カーボンテープ寄与のスペクトルは無視できる

と考えられる。帯電があったため，チャージニュートラライ

ザを使用した。したがってこれらによるスペクトルのずれは

以下の C 1s のスペクトルを基準に HANDBOOK OF 

X-RAY PHOTOELECTRON SPECTROSCOPYアル

バックファイに記載されている C 1s (284.5 eV)となるよう

に補正した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

海水と反応する前の試料 1の Zn 2pでは ZnSおよび

ZnSO4・ZnCO3 に由来するピークが観察された。しかし，

海水と 240 時間反応後には ZnSO4・ZnCO3に由来する

ピークが消滅していた。一方，海水と反応する試料 2では

ZnS に由来するピークはみられたたが，ZnSO4・ZnCO3

に由来するピークは見られなかった。海水と反応後，ZnS

ピークは小さくなり、かわりに吸着態 Zn2+に由来するピー

クが見られた。（Fig. 1）。 

試料 1の Pb 4fでは PbSおよび PbOに由来するピー

クと PbSO4に由来するピークが観察された。これらのピー

クは海水との反応前後で変化しなかった。試料 2では，試

料中の Pb量が少なかったため測定が困難であった。 

本研究により，天然の海底熱水性鉱石表面の Zn およ

び Pbの存在形態が明らかとなり，とくに Znは海水と反応

することで大きく形態変化することがわかった。 

Fig. 1 Zn 2p spectra for sample 2. 
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・本研究は内閣府総合科学技術イノベーション会議・戦略
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